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1 はじめに

「感情音声コーパス？ 喜び、怒り、悲しみの
感情をこめて、声優さんに文章を読んでもらえば
いいんだよね？」

音声から感情を認識したい。合成音声で感情
を表現したい。感情音声の研究はますます多く
の関心を集めるようになっている。
ことばと異なり感情それ自体は測定できない

(仮説的構成概念)。このため、感情音声研究のた
めの音声コーパスの構築および利用においては、
ことばそのものの処理にはなかった方法論上の
問題に対応する必要がある。
本講演は、音声が伝達する感情に関心を持って
きた講演者が、自らの経験および関連研究の調査
に基づき、この分野の研究に関心を持つ人を対象
に、コーパスの構築および利用において注意すべ
きと考える点をまとめたものである。

2 目的を明らかにする

「感情音声」という語が指す概念は、個々の研
究によって異なる。逆に、研究の目的がはっきり
すれば、その枠組の中で感情とは何かを定義で
き、コーパスに求められるものも明確になる。
感情音声の研究には、3つの典型がある。

① 感情音声の音声学／心理学
音声の音響的特徴が感情の影響をどのよう
に受けるか (生成)、および音声から伝わる
感情が音響的特徴の影響をどのように受け
るか (知覚)。網羅的でなく少数の特定の感
情に注目したものが多い。

② 音声からの感情の認識
音声の音響的特徴を説明変数、話者の感情
を目的変数としたパターン認識。(1)の知覚
を模倣する機械の実現ということもできる。

③ 感情を伝達する音声の合成
(1)の生成を模倣する機械の実現。話者の
感情を説明変数、音声の音響的特徴を目的
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変数としたパターン生成 (回帰)ということ
もできる。

認識および合成の問題設定において重要なの
は、あなたの目的を達するために、伝統的な心理
学研究と同じように特定の感情だけ扱えばよい
のか、それとも網羅的でなければならないか、を
見極めることである。例えば、音声から相手が
怒ったことを検出したいという場合には、コーパ
スには「怒り」に関する情報が記述されていれば
よい。そうでなく、相手がどんな感情状態なのか
認識したいという場合には、コーパスにはあら
ゆる感情状態を記述できるような枠組が必要で
ある。

3 感情を定める

感情心理学の主流派は、普遍的で文化に依存
しない感情（＝基本感情）が存在すると考えてい
る。基本感情の中でも、「怒り」「喜び」「悲しみ」
「驚き」「恐れ」「嫌悪」はこれまでの感情研究の
中で繰り返し取り上げられている。表情を中心
とする心理学研究では、感情喚起または刺激によ
り特定の感情を誘発する方法を取ることが多い。
特定の感情を対象とした感情音声研究では、こ
れに類似の方法を採るか、対象となる感情を演技
した音声を収録する。この場合、感情の記述は
自明となるが、事後の主観評価 (5節)は必要で
ある。
基本感情は感情の全てではない。コミュニケー
ションに必要な感情は、上記 6 感情よりもはる
かに多様だと考えられる。コミュニケーション
ツールとしての感情生成では、表現すべき感情の
種類を決定することがまず課題となる。(SNS 等
で使われる感情絵文字 emoticonsは 80種類。)

一方、感情の種類を決めない方法もある。感情
心理学には、感情のカテゴリーは感情空間におけ
る布置を示すだけであり、重要なのはその空間を
定義する次元であるとする考え方がある。感情
の記述には、valence (感情価,快さ)と activation

(活性, 覚醒度)の 2次元が標準的に用いられる。
第 3の次元として dominance (支配性)を加える

- 1345 -

1-9-9

日本音響学会講演論文集 2019年3月

スペシャル・セッション〔音声における多様な情報の認識と合成〕



ことも多い。自発音声の感情を網羅的に評価す
るときは、用意した感情カテゴリーの中にぴった
り当てはまるものが存在しないことも多いため、
次元による感情記述が有効である。

4 音声を入手する

感情音声コーパスには、感情を演技したもの
(例: JTES,声優統計コーパス, OGVC Vol.2)と、
コミュニケーション場面で自然に生じた感情を収
録したもの (例: UUDB, OGVC Vol.1) がある。
声優が感情豊かに演じるアニメのキャラクター
の声を合成音声で再現することが目的ならば、声
優が感情を演技した音声コーパスが必要となる。
反面、そのようなコーパスは自発音声の感情認
識には向かない。感情を演技した音声の性質は，
自発的な感情表出とは異なるからである [1]。認
識の対象とすべき感情を含む自発音声の入手が
難しい場合には、かわりに演技音声のコーパスを
利用する選択肢もあるが、実運用では満足な認識
性能が出ないおそれがある。
目的に合致した感情音声コーパスがない場合
には、自分で作ることもあり得る。設計において
重要な点は、コーパスの利用目的を明らかにす
ること (2節)、目的に合致した感情記述の枠組を
決めること (3節)、目的に合致した感情表出 (演
技／喚起／自発)および収録の方法 (話者への指
示)を決めることである。
架空の単語や感情的中立文を感情を込めて朗
読するという行為は、冷静に見れば異常である。
感情を演技させる場合には、複数人によるロー
ルプレイ、感情と整合した文などの工夫により、
収録した感情音声が現実離れしたものとならな
いよう注意すべきである。

5 感情を評価する

話者の感情は直接測定できないため、主観評価
が用いられる。音声からの感情の評定では、刺激
呈示方法、言語情報、作業者の特性など多くの剰
余変数が影響するため、条件の統制が重要であ
る。特に、作業者へのインストラクション (感情
の理論、記述すべき感情の説明、音声のどの側面
を評価するか、など)はぜひ文書の形で作成して
おきたい。
感情評定の安定性は個人差が大きいため、作業
者の事前スクリーニングが望ましい。同一の刺
激に対する一貫性、評定の多数決に対する一致率

などが基準となり得る [2]。また、最近はクラウ
ドソーシングによる感情評定も現実的な選択肢
である。信頼できる作業者により評定済の発話
を作業対象に忍ばせておくことで、作業者のスク
リーニングを動的に行うことも可能である [3]。

6 感情ラベルを利用する

感情音声コーパスを統計処理または機械学習
にかける際は、複数作業者の評定結果を代表値に
集約することが多い。
感情カテゴリーラベルが与えられている場合
には、多数決により 1つの感情に決めてしまうの
が標準的である。過半数の感情カテゴリーが存
在しなかった発話はデータから除外することが
多い。OGVC Vol.1 では、10カテゴリの感情ラ
ベルに対し、3名の作業者の完全一致率は 11.0%,

2名以上一致率は 58.5%である。
感情次元ラベルが与えられている場合には、評
定平均値を使うのが単純明快である。
RECOLAデータベースは感情次元ラベルを持
つコーパスであるが、UUDBのように発話単位
のラベルではなく、作業者が映像を見ながらスラ
イダーを操作することにより各次元の値を連続
的に評価したものとなっている。操作の遅延時
間は作業者に依存するため、単純に平均を取ると
情報が失われてしまう。音響的特徴と評定値と
の相関を最大にする遅延時間を作業者ごとに求
め、感情ラベルの時間整合を取ってから平均を求
めることで、ラベルの持つ情報を最大限に生かす
ことができる [4]。

7 おわりに

研究の枠組は、ある程度コーパスにより決まっ
てしまう現実がある。しかし、どのような目的に
も使える感情音声コーパスは存在し得ない。
感情研究は、もっと多様な現象に目を向けて行
かねばならない。「感情音声とは何か」の常識に
とらわれない、新しい研究の土壌となるようなユ
ニークなコーパスの開発に期待したい。
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